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大豆の播種前 湛水処理及び菌の培養 日数が黒根腐病の発病 に及ぼす影響
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1 は じ め に

黒根腐病は大豆の生育後期に至って発病して枯死させる

ために,発病した場合には立枯性病害のなかでも被害が大
きい病害の一つである。本病はCa10nectlla crotararie

を病原とする土壌病害であるために,薬剤等による化学防
除が因離である。したがって抵抗性品種の育成に対する要

望が強い。当試験場では1985年以降 ,メ」和野試験地内の本

病が発病しやすい圃場で抵抗性の品種間差異を調査してき

た。しかし圃場では発病程度の年次変動が大きく的確な抵

抗性の判定が困難であった。抵抗性育種を行うためには短

期間で抵抗性の判定ができ,かつ抵抗性個体を採種できる

幼苗検定法の開発が必要である。

著者等はポットに大豆を栽植して菌を接種し,幼苗検定

法を確立することを目的として,播種前の土壌湛水及び接

種に用いる菌の培養条件が本病の発病程度に与える影響に

ついて検討するとともに,片面を透明窓とした根箱を用い

る簡易検定法を試みた。

2試 験 方 法

ll)播種前の土壌湛水条件 :

1)処 理
① 播種前2週間の湛水処理 (蒸気滅菌した洪積土 )
② 無処理 (蒸気滅菌した洪積土及び強グライ土 )
2)菌の接種方法 :

大豆の播種直後に菌を種子間に20夕 /ポ ット接種 した。

接種に用いた菌はフスマバーミキュライト培地で30日 間培

養した。

3)供試品種 :東山系NA16,ラ イデン,ヮ センロゲ
4)使用ボット:31m× 23m× 1 2cmの 角型プラスチッ
ク製ポット。

5)試験区の配置 :9処理 (3土壊処理×3品種 )2
反復。 1区 (1ボ ット)20個体。
12)接種に用いる菌の培養条件

1)菌の培養方法及び培養日数 :フ スマバーミキュラ
イト培地を用いた。培養日数は10,20,30日 の 3条件であ

る。

2)菌の接種方法 :大豆の播種直後に,種子直上部に

20夕 /ポ ット接種 した。

3)供試品種 :東山系NA16,ナ ンブシロメ,ハ ジノ
ミ。

4)使用土壌 :蒸気滅菌した洪積土。
5)使用ポット:塩 ビ製根箱 (30mX18御×25“ )
6)試験区の配置 :9処理 (3培養日数 X3品種 )3

反復。 1区 (1ポ ット)7個体。

8)調査方法 :播種後40日 目に根の病斑の進展程度を観
察

3 結果及び考察

ll)播種前の土壌条件

播種前の供試土壌の短期湛水処理が発病程度に及ぼす影

響を調査した結果を表 1に示した。湛水区は滅菌した洪積

土または強グライ土に比べて,3品種ともに発病度指数が
明らかに高まる傾向にあった。生育初期の過湿条件が発病

程度を高めることは既往の研究成果によって確認されてい

るが,本試験結果から播種前に土壌を湛水状態にした場合

にも発病程度を大きく向上することが明らかになった。

また,本試験に供試した洪積土と強グライ上の間にその

差異は認められなかった。

表 1 播種前の土壌条件が発病度指数に与える影響

注 発病度指数='(階 級値
X所属個体数 )×

100

ただし階級値は0:病斑無～ 5:甚である。

●)菌の培養日数と発病程度
フスマバーミキュライト法による培養日数と発病程度の

関連を明らかにするために,置床後10日 ,20日 ,30日 の菌

を接種して,発病程度の差異を検討した。表 2に よると,

ナンプンロメを除いて他の 2品種は培養期間が長くなるに

つれて発病度指数が向上していることがわかる。置床後30

品 種 名 洪積上・湛水 洪 積 土 強グライ土

東山系 NA 16

ラ イ デ ン
ワ セ ン ロゲ

772
75 5

81 7

45 7

505
53 8

375
51 0

58 8

平  均
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表 2 菌の培養日数と発病度指数

品 種 名 10日 間 20日間 30日 間

東山系 NA 16

ナンブンロメ

ハ ジ ノ ミ

124
45 7

19

146
257
32

平  均 22 5

日目の区においては,東山系NA16が最も発病度指数が高

く,ナ ンブシロメがこれに次いでいた。この傾向は圃場に

おける3品種の発病程度の観察結果と類似している。以上

の結果から最適な培養日数は30日前後であることが明らか

になった。西
1)は フスマバーミキュライト培地で30日 未満

の短期培養菌の接種は,大豆に異常な枯死現象をおこすこ

とを認めている。著者等はこの異常な枯死現象と圃場にお

ける発病程度の品種間差異の関連を明らかにしようとした。

しかし本試験結果からは異常な枯死現象を認めることがで

きなかった。

13)根箱による発病度指数の観察結果

幼苗検定法を確立する上で,抵抗性個体の種子を得るこ

とは必須条件である。しかし病斑は主根に認められるため

大豆を掘りとって観察しなければならない。著者等は掘り

とらずに発病程度を評価する方法として,透明塩化ビニー

ル製の観察を持つ根rEに大豆を栽植し,観察窓より発病程

度を評価することを試みた。図 1は観察窓における発病程

度と掘りとって観察した結果を比較 したものである。供試

した 3品種ともに,根箱の観察結果は掘りとり観察結果に

くらべて低い評価になっている。これは観察窓から評価で

きる根は一部分であり,病斑の分布が不均―な場合には ,

その評価が異なることを意味している。播種前に湛水処理

を行い発病程度の向上を図ることによって,均―な病斑の

進展が期待できるので,幼苗検定に根箱を用いることは有

望な方法であると思われる。
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図 : 根箱を用いた発病度観察結果

4 ま  と  め

黒棚腐病に対する抵抗性倹定の一方法として根箱を用い

た評価法について検討したが,観察窓に面した根の発病程

度は低く評価されるために現状では検定精度が低いことが

わかった。観察の精度を高めるためには,根系全体に均一

に発病することが必要であると言える。播種前に 2週間の

短期湛水処理を行うと,発痛程度が大きく向上することを

明らかにできた。接種に用いる菌の培養日数は西
1)の提唱

した30日 力漫 れることを追認した。
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